
建築学専攻　授業科目
19生 ◎必修科目　●選択必修科目　○選択科目

系　　列 授　業　科　目 配当年次 単位数
必修
選択別

毎週授業時間数

１年次 ２年次

春 秋 春 秋

計画系

建築計画特論 1 2 ○ 2

住宅計画特論 1 2 ○ 2

日本建築史特論 1 2 ○ 2

建築デザイン論特論 1 2 ○ 2

設計方法論特論 1 2 ○ 2

都市計画特論 1 2 ○ 2

構造系

構造解析特論 1 2 ○ 2

構造設計特論 1 2 ○ 2

耐震設計特論 1 2 ○ 2

環境設備系
建築設備システム設計特論 1 2 ○ 2

建築環境設計特論 1 2 ○ 2

建築学特別講義Ⅰ 1 2 ○ 2

建築学特別講義Ⅱ 2 2 ○ 2

建築工学設計特別演習Ⅰ 1 2 ○ 2

建築工学設計特別演習Ⅱ 1 2 ○ 2

建築工学設計特別演習Ⅲ 2 2 ○ 2

インターンシップ 1 4 ○ 8 （8）

工学研究科
共通科目

工学総合演習 1 2 ● 2

技術英語表現法 1 2 ● 2

科学技術倫理特論 1 2 ● 2

技術者のための知的財産論 1 2 ○ 2

CAE演習 1 2 ○ 2

学際科目

生物工学Ⅰ 1 2 ○ 2

魚類学特論 1 2 ○ 2

熱流体工学特論Ⅰ 1 2 ○ 2

生産システム特論 1 2 ○ 2

情報処理基礎演習 1 2 ○ 2

情報処理特論 1 2 ○ 2

制御工学特論 1 2 ○ 2

知識情報特論 1 2 ○ 2

知能情報工学特論 1 2 ○ （2） 2

ユニバーサルデザイン特論 1 2 ○ （2） 2

医工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

生体計測工学特論 1/2 2 ○ （2） （2）

特別研究 1～2 14 ◎ 7 7

① 修士課程２年間において必修科目の特別研究14単位と選択必修科目２単位は、必ず修得しなければならない。また、その他
に16単位以上を修得し、総計32単位以上を修得した上で、必要な研究指導を受け、修士論文の審査ならびに最終試験に合格
しなければならない。

② 他専攻の講義科目を履修する場合は、書類（他専攻講義科目履修願）に必要事項を記入し教務課へ提出すること。なお、修
了要件を満たす単位としては､ 学際科目の取得単位数と合わせて６単位まで認める。

③ 学際科目は２科目４単位まで修了要件を満たす単位として認める。
④ インターンシップの４単位は修了要件の単位数に含めることはできない。なお、本科目は一級建築士受験資格に関わる実務
経験年数を１年とするために必要である。

⑤ ●印の選択必修科目は、１科目２単位以上修得すること。
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